実践コーパス言語学入門

染谷 泰正
本発表では、「コーパス言語学」の基本的な考え方とその方法論について概観するとともに、いくつかの応用研究例を紹介した。コーパス言語学とはその名称が示すとおり、コーパスに基づく言語研究　(corpus-based linguistic　inquiry) であり、その研究対象は語彙論、統語論、意味論、語用論、テクスト分析など多岐にわたる。コーパスとは “A body of texts, utterances, orother specimens considered more or less representative of a language” (Tony McEnery, Lancaster University)　と定義することができるが、現在ではデジタルデータとして保存されているものをコーパスと呼ぶのが一般的であり、代表的なものに Brown Corpus, LOB Corpus, BNC (British National Corpus) などがある。本発表では現在利用可能なおもな電子コーパスの概要、および独自コーパス作成のための各種テクストデータの入手法とコーパス編纂にかかわる技術的な諸問題についても言及した。コーパスデータを言語研究に有効に活用するためには、これに品詞情報、構文情報、談話情報、韻律情報、意味情報などの各種言語情報を付与するのが望ましい。本発表では、このうち最も基本的な品詞情報の付与について、Eric Brill の開発した Rule-based Tagger  (Ver. 1.14) を使った自動品詞タグ付与 (Automatic POS Tagging) の例を紹介し、その実行の手順を具体的に解説するとともに、タグ付けの精度および問題点についても検証した。また、コーパスの利用にあたってはデータ検索と分析のためのソフトウエアが必要になる。本発表では、現在入手可能ないくつかの既成ソフトウエアについて簡単に紹介するとともに、これらの既製ソフトウエアではカバーできない各種の分析を行うために発表者が独自に作成したAWK および Perl による自作スクリプトについても言及した。最後に、コーパス言語学的な研究成果の英語教育への応用例として、発表者が作成したOnline Concordancer を使った Data-Driven Writing の実験について紹介した。この実験は現在はすべて終了しており、その詳細および報告書は発表者のホームページ (http://www.kamakuranet.ne.jp/~someya) 上で閲覧可能である。
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